病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和4年11月7日(月)　　　　　　　　司会・記録：松村　裕美
	松村
	加藤
	本川
	澤田
	大久保
	岩藤
	田口
	藤田
	横町

	〇
	休
	深
	休
	深
	準
	〇
	〇
	〇

	佐々木
	原子
	柴垣
	阿部
	
	
	
	
	

	準
	〇
	〇
	〇
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・昇格試験案内
１ 試験日程：１１月２２日(火)２３日(水)２４日(木)　

　２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】

　　※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０

４ 申込期限：１１月７日（月）～１１月１８日（金）１７：００

５ 対象職員：中級受験資格者

６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。

※受験申し込みは申込期間中に行って下さい。受験申込されない方につきましては答案を準備いたしませんのでよろしくお願いいたします。
・2022年度　第5回　法人研修　医療福祉学会特別講演のビデオ研修中止とレポート提出形式への変更。
11月9日(水)17：30からメモリアルホール、LCPみさわミーティングルームで実施予定であったビデオ研修を県内のコロナウイルス感染症の状況を考慮し中止とし、レポート提出方式に変更となりました。
※今回の法人研修はPPTを閲覧し、レポートを提出して頂く形式となります。

※対象者は11月3日に参加出来なかった法人職員全員となります。

〇レポート提出期限： 令和4年11月7日から11月14日まで

〇内　容：「医療的ケア教育から考える看護と介護の連携

 　　　　　　～　医療的ケアの制度化10年目の節目に考える連携のあり方　～」

〇講　師：今野　修氏　
＜週間予定＞
7日（月）　角濱義弘様、十日市利喜様～コミナティRTU筋注（2価BA1）施行予定
　　　　　　久保　興介様　作業療法学生　担当開始

8日（火）　池田　康憲様　9：00～16：00外出予定

9日（水）　定期リネン交換
12日（土）　池田　康憲様　9：00～外泊訓練（～13日15：00）
＜患者様連絡事項＞
・角濱義弘様、十日市利喜様～コミナティRTU筋注（2価BA1）施行しています。
・島脇　法依様～本人からサポートセンター虹の相談支援専門員を利用したいと希望あり。SWから施設スタッフと連絡を取るが、手帳の期限が切れている可能性高く現時点でのサービス利用は出来ない状態。サポートセンター虹のスタッフは本人とは幼少期からの付き合いであり、退院後の様子確認と必要時介入は可能との事で、病院と連携を図りながらサービス利用の準備を進めていく事で同意されている。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～日課の遅れは見られるが、介入には易怒性なく応じている。小声での唸り声はあるが、迷惑行為無く経過。
・坂本　福子様～多弁・多動さはなく、日中の活動にも参加出来ている。排便に関し、「肛門まで便が来ているけど自分で出せないので、坐薬を入れてほしいです」と訴える。坐薬を前回使用してから日にちが経っていない事や、自力排便を促す事で本人も納得される。
・久保　興介様～本日から作業療法の学生担当実施。学生が来るまでは気分高揚見られていたが、対面後は落ちついた行動見られている。
・下妻　康貴様～本人から外出について依頼あり、話し始めは、「先生が良いって言ってたから。」と話す。外出の目的を聞くと口籠り、「衣類の交換で。」と話すため、現在の衣類を確認に行くと、床頭台の引き出しにはチラシが多数散乱し、腕時計も数個あり。診察時にスタッフ同伴での外出という話は聞いていないと表情硬化させ、「そんな話しは出ていない。ついていって何をするっていうの、学校の家庭訪問じゃあるまいし。」と口調荒げる。診察時に主治医から、外出は感染状況を見ながら可能だが自宅での家族との関係性もある為、スタッフが調整・付き添いの話しがあった事を、松村から説明。スタッフ同伴の話しを聞くが不満気である為、時間を置き考えて見る様伝えている。
　　　　　　　　主治医へも本人の反応を伝えるが、ご家族が本人の対応に不安を抱えている状態である為、前回診察時に本人にも説明したように、初回の自宅への外出はスタッフ付添で行うよう指示を受ける。
　　　　　　　　本人へ再度説明するが、スタッフ付き添いには拒否的であり今回の外出は見送りとなる。
・民部田　和哉様～久保様から苦情があり、朝から民部田様より「煩いと叫ぶ事を止めて欲しい」と言われるが、久保様はテレビのチャンネルを変更する時に声を掛けた程度で、民部田様が訴える様な発言はしていないと話す。また、他患者様からも久保様が自分に絡んでくると言う内容の苦情を周囲に言い広めていたと報告受ける。本人へは、朝から叫んでいるのは、久保様以外の患者様であり、叫んでいる内容も民部田様に対してではない事を説明。憶測で相手の評判を下げる様な発言を言い広めないよう伝える。了承する返答聞かれるが、その後も同室者への不満訴え、同室者と口論となる場面も見られる。
＜菅野Ｄｒ診察情報・ケース検討＞

・島脇　法依様～先週話をしていた退院日については、本人は15日頃と希望するが、お父様の都合はまだ確認していないと話す。退院予定日をお父様と相談して決めるよう説明。退院後のデイケア利用は週2日を希望している。退院後、外来は月曜日の予定、訪問看護1回/週で調整の指示あり。
・上村　みわ様～体操は参加出来ており、物忘れはない。食事の際には水分も摂っているが、「トイレが近くて腎臓病です」「治すために薬を止めてもいいですか？」と訴えがあり、服薬は継続するよう指導しているが尿漏れを理由に、就床前薬に拒否あり。本人と話し合い、デエビゴを来週から中止とする。
・出河　攻　様～内服に対する拒否なし。眼鏡が合わないから作り直したいと希望あり、スタッフ付添で許可となる。処方は同内容継続。
・中川原　義雄様～「今年で3年だから退院したい。何年も居てこりてしまった。家族とも3年話をしていない」と訴える。ADL低下については自覚なく、自宅での生活が可能であると訴える。処方は同内容継続。
・滝田　英人様～売店は利用しているが、もうちょっと食べたいと希望。「食事が偏るからダメだと思って、量は増やしてない」と報告。背中が苦しい時はあるが、今は治まって気にならないと話す。処方は同内容継続。
